
第３学年４組 数学科学習指導案 

指導者 稲葉 史敏 

１ 単元名 標本調査の利用 

 

２ 単元について 

(1) 生徒の実態 

  本学級の生徒は、これまでの算数・数学の学習において、問題に対して自分の考えを伝え合いながら

よりよい解決方法を見いだしたり、既習事項を根拠として事象を考察したりする活動を通して、数学的

思考力や判断力、表現力を高めることができている。 

１、２年生で学んだ領域 D「データ の活用」の学習内容を日常生活の中で生かせているかの意識調査

を行った。以下は、質問内容と回答の内訳である。 

（第３学年４組 男子 17名、女子 18 名、計 35 名 令和５年４月 25 日実施） 

質問内容 当てはまる 
どちらかといえば

当てはまる 

どちらからといえ

ば当てはまらない 
当てはまらない 

Dデータ の活用」において学習した

内容を日常生活で生かす場面があ

りましたか。 
12名 10名 11名 ２名 

デ当てはまる」、デどちらかといえば当

てはまる」と回答した人は、日常生活

のどのような場面で生かすことがで

きましたか。 

（主な理由を抜粋） 

・各地の雨温図の解読ができた。 

・本や広告とかにあるグラフや表を読み取るとき。 

・テストの平均点を計算することができた。 

・くじ引きで当たる確率が高いか考えた。 

・部活動でシュタトの成功率をータ でまとめたとき。 

・１年間のテストの記録の分析をしたとき。 

  質問に対して、デ当てはまる」、デどちらかといえば当てはまる」と回答した生徒は 22名と全体の約６

割に対し、「デどちらかといえば当てはまらない」、デ当てはまらない」と回答した生徒は 13名と全体の約

４割であった。それぞれの理由を分析すると、「デ当てはまる」、「デどちらかといえば当てはまる」と回答

した生徒は、テストの平均点やシュタトの成功率を求めたり、生活の中にあるグラフや雨温図を読み取

って分析したりと、既習事項を基に生活の中で数学を生かそうとする傾向がある。 

(2) 単元観 

  そこで、「デ当てはまる」、デどちらかといえば当てはまる」と回答した生徒のように、生活の中で多く

の情報から傾向を読み取ったり、学習内容を発展的に活用したりすることができれば、学習内容をより

深めることができると考えた。標本調査は、母集団の一部分を標本として抽出する方法や、標本の傾向

を調べることで、母集団の傾向を推定しようとする学習である。日常生活の中で多くの場面で活用され

ており、多くの統計調査は標本調査によって行われている。標本調査は、全数調査よりも調査にかかる

費用と期間を大幅に縮減できる長所がある。一方で、標本の選び方が適切でないと全数調査の結果と大

きな誤差が生じるなどの短所もある。つまり、標本の選び方を工夫し、調査を適切に行うことができれ

ば、誤差を大きくすることなく、全数調査の結果に近い値を導き出すことができると考える。標本調査

と全数調査を比較させながら、二つの統計的手法がどちらも価値あるものと捉えつつ、事象や状況に応

じて適切に判断して標本調査を活用しようとする態度を育んでいきたいと考える。 



(3) 指導観 

  そのため、集団のもっている性質を調べるために、全数調査と標本調査のどちらが適当であるかそ

れぞれの調査の必要性や意味を考え、事象や状況に応じて適切に判断して標本調査を活用できるよう

にしていきたい。その中で、標本が母集団の特徴を的確に反映するように偏りなく抽出することが大切

である。乱数さいや乱数表、コンピュタ 等を利用して無作為に抽出することの意味を押さえ、母集団

の構成や抽出された標本の有効性について考察できるようにしていきたい。次に、無作為抽出で取り出

した標本の大きさを変えて何回か標本調査を行い、その結果を比較することで、標本の大きさが大きい

方が母集団の傾向を推定しやすくなることを、経験的に理解できるようにしていく。そこで、母集団の

平均値「（以下、母平均と表す）の推定には、どの程度の標本の大きさがあればよいかを考える。その際、

取り出す標本の大きさを 10、20、30…と変えて、それぞれについての標本平均を何回か繰り返し求め、

標本平均のータ をとる。その得られたータ の分布のばらつきを箱ひげ図などを用いて表し、標本の

大きさが大きい方がその範囲や四分位範囲が小さくなる傾向があることを理解できるようにする。ま

た、標本の大きさを考える過程で、「デ外れ値」の扱いや、標本平均に注目して考えてみるなどの工夫を

通して、より母平均の値に近付く標本調査の方法について考察する力を育成したい。 

生徒が導いた予測や判断については、生徒が何を根拠に判断をしたのか理由を説明したり、方法を説

明したりする活動を重視し、調査の方法や結論が適切であるかどうかについて、説明し伝え合いながら

相互に理解できるようにしていく。このような活動を行うことによって、新しい知識や価値ある考えを

導き出す視点を獲得し、主体的な態度で自己の学びを深めていく生徒を育んでいきたい。 

 

３ 単元の目標 

 ○ 標本調査の必要性と意味を理解し、コンピュタ などの情報手段を利用するなどして無作為に標

本を取り出しながら整理することができる。                 「 知識及び技能〕 

 ○ 標本調査の方法や結果を批判的に考え、表現したり、標本調査を行いながら母集団の傾向を推定

し、判断したりする。                     「 思考力、判断力、表現力等〕 

 ○ 標本調査のよさを実感して粘り強く考え、標本調査について学んだことを生活や学習に生かそう

としたり、標本調査を活用した問題の過程を振り返って評価・改善しようとしたり、多様な考えを

認め、よりよく問題解決しようとしたりする。         デ学びに向かう力・人間性等」 

                                 

４ 単元の学びの価値とそれを実感させるための手立て 

(1) 単元の学びの価値 

標本調査を生かすっておもしろい 

  数学科が考える学びの価値は「デ数学を生かすっておもしろい」である。前述の通り、標本調査は日常

生活の中で多くの場面で活用されている。日常生活や授業中に抱いた標本調査の疑問に対して既習事

項や実験等を生かしながら解決していく過程は、数学のおもしろさに気付くとともに、自分の生活をよ

りよくしていくことにつながると捉えた。 

  そこで、本単元では、既習事項を基に標本調査を行い、母平均を推定するために、標本の大きさを大

きくしたり、標本平均のータ を箱ひげ図に表して母集団の箱ひげ図と比較したりしながら母平均と

標本平均の関係について考察していく。この学習を通して、アンケタトの調査人数やアンケタトの質問

内容など日常生活の中で行われている標本調査が適切に行われているか判断したり、生徒自ら学習内

容を生かして標本調査をしたりしようとする態度を育んでいきたい。 



(2) 単元の学びの価値を実感させるための手立て 

 ① 調査してみたいと感じられる問題の設定 

   本単元では、NHK の記事デ子どもの睡眠時間少ない「睡眠障害も」と NHK の記事デ子どもの近視「“深

刻に”」を取り上げ、原因や真偽について調査・考察していく。デどのように調査をするか」、デどの

既習事項を基に考察すればよいか」等、解決に向けて新たな問いを見いだしながら、主体的な学びに

つながるように問いかけていきたい。また、本校生徒の「デ睡眠時間」とデイン タネット利用時間」

をータ として取り上げ、生活場面を想起しやすい資料を用意するなど、生徒の意欲を喚起できるよ

うにする。その結果、生徒は「デもっと考えてみたい」などの意識が向上し、その姿勢が数学を生かそ

うとする姿勢につながるようにしていく。 

 ② 多様な他者と対話する言語活動の充実 

   標本調査は、標本の傾向を調べながら、より正確に母集団の傾向を推測できるかがポイントとな

る。グルタプの標本の抽出方法や標本の大きさをどの程度にしたのか等の調査方法を吟味したり、各

グルタプの調査結果と母平均を比較して標本平均と母平均の関係を考察したりしながら多様な考え

を対話を通して共有していきたい。この対話により、自分の考えに自信がもてたり、自分の考えを違

った視点で考えたりすることができ、自己肯定感を高められるようにしていきたい。さらに、各グル

タプが設定した標本の大きさを根拠を基に伝え合うことで、標本の大きさを決める要因や標本調査

の信頼性など新たな課題が生まれ、さらに活動が充実していくと考える。この活動の充実が新しい考

えを創造しようとするきっかけとなり、数学を生かすことやおもしろさに気付くことができるよう

にしていきたい。 

 

５ 指導と評価の計画（８時間扱い） 

時間 

○…評価規準【評価方法】 

知 

・ 

技 

思 

・ 

判 

・ 

表 

主

体

的 

学習内容・活動 

○指導上の留意点 

◎基準を実現するた

めの手立て 

★単元の学びの価値

を実感させるための

手立て 

次 時 

１ 

１ 

 

   

○ デ睡眠時間」を調

査する活動の中で、

全数調査と標本調

査について考える。 

 

 

★ 本校生徒のデ睡眠

時間」のータ を扱

い、生活場面を想起

しやすい資料を用

意して生徒の意欲

を喚起できるよう

にする。 

２ 

① 乱数表や乱数さい、

表計算ソフトを活用

し、無作為に標本を取

り出すことができる。 

【学習活動の観察、ノタ

トの記述の確認】 

①   

○ 標本を無作為抽

出する方法を知る。 

 

○ 乱数さいや乱数

表で実際に無作為

に抽出する経験を

通して、無作為に抽

出する意味につい

て考えられるよう

にする。 



３ 

① コンピュタ などの

情報手段を用いて、複

数のータ を整理しな

がら母集団の傾向を推

定することができる。 

【学習活動の確認、ノタ

トの記述の確認】 

 ①  

○ デ睡眠時間」の標

本調査を行い、標本

の大きさを変えて

得られた複数のー

タ を批判的に考

察し、図を活用しな

がら母集団の傾向

を推定する。 

★ 調査方法につい

て多様な考えを対

話を通して共有し、

自分の考えを深め

られるようにする。 

◎ 標本の大きさを

変えて得られた複

数のータ を度数

分布多角形や箱ひ

げ図で表し、母集団

の傾向を推定でき

るようにする。 

４ 

② 標本調査の結果から

比例式をつくり、母集

団の数量を推定するこ

とができる。 

【ノタトの記述の確認、

練習問題の確認】 

②   

○ 捕獲再捕獲法に

ついて米を用いて

具体的な場面を想

定しながら考える。 

★ 米を活用した実

験から、デもっと考

えてみたい」と意識

が向上できるよう

に、数学を生かそう

とする姿勢につな

がるようにしてい

く。 

〇 ータ の散らば

りが、標本を取り出

して推定すること

により生じる誤差

であることを確認

し、概数で推定する

必要性に気づける

ようにする。 

２ 

    

５ 

・ 

６ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①   

 

 

 

○ 視力ケアセン 

タのサイトを活用

し、近視の原因が

iPad やスマタトフ

ォンの利用増加に

つながっているこ

とに気付けるよう

にする。 

１  NHK の記事デ子どもの近視 “深刻

に”」を取り上げ、原因について考え

る。 

(1) 全体で原因について考える。 

 ・学習などで iPad を扱う機会が増え

た。 

 ・YouTubeなどを長時間見ている。 

 ・ネットゲタムを遅くまでやっている。 

 ・画面と目の距離が近い。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 問題場面を把握する。 

 

 

 

 

(1) 附属中生のイン タネットの利用時

間の調査方法について考える。 

・附属中生約 420名分の平均を出そう。 

・全数調査よりも標本調査の方が早い

し、全体の傾向をつかみやすい。 

・母集団の平均を出すのは大変だか

ら、標本の平均から推定できないか。 

 

３ 本時の課題を把握する。 

 

 

 

４ 標本調査を行う。 

(1) 標本の大きさや標本平均を求めるこ

とを繰り返す回数について考察する。 

 ・標本の大きさは 20にしよう。 

・附属中生約 420 名分だから標本の大

きさは 100程度必要ではないか。 

 ・標本平均は１回行えばいいのかな。 

 ・標本平均を求めることを何回か行っ

て、その平均を調べたらどうだろう。 

 

 

(2) 全体で標本調査の方法を確認し、各

グルタプで標本平均を求める。 

・標本の大きさが小さいと、標本平均に

ばらつきがある。 

・標本の大きさが大きいと、標本平均は

落ち着いてくる。 

 ・母平均と標本平均を比べてみたいけ

ど、どうすればいいかな。 

 ・標本平均のータ だけだと傾向が読

み取りづらい。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全数調査と標本

調査の特性を確認

した上で、標本調査

の利便性に気付け

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

★ 標本の大きさが

どの程度必要とな

るかを推測し、標本

平均を求めること

を何回繰り返せば

よいか吟味しなが

ら対話を通して共

有し、自分の考えを

深められるように

する。 

 

○ 全体で標本の大

きさを３種類（例え

ば 20、30、40）と、

標本平均を求める

ことを何回（例えば

20回）繰り返すかを

定め、各グルタプで

標本平均を求めら

れるようにする。 

 

 

 

母平均と標本平均の関係について調べよう。 

附属中生のイン タネット利用時間は全国の中学生と

比べて多い？少ない？ 



 

① 母平均と標本平均を

グラフを活用して比較

し、母平均と標本平均

の関係について考察し

ようとしている。 

【学習活動の観察、ノタ

トの記述の確認】 

５ 度数分布多角形と箱ひげ図をつく

る。 

(1) 母集団と標本平均のータ を度数分

布多角形と箱ひげ図にして比較する。 

 ・母集団の箱ひげ図は、左側に山があ

る。（非正規分布） 

・標本の大きさによって箱ひげ図の箱

が小さくなっている。 

・ひげの長さも短くなってきている。 

・ひげの長さが長いときがあるのは何

に影響されているのか。 

 ・標本平均の箱ひげ図の形は、標本の

大きさが大きいほど左右対称になっ

てきている。（正規分布） 

 

(2) 附属中生と全国の中学生のイン タ

ネットの利用時間を比べる。 

 

６ まとめをする。 

 ・標本の大きさが大きいほど母平均に

近づく。 

 ・標本平均のグラフは、正規分布に近づ

く。 

◎ 母集団のータ 

と標本平均のータ

 を箱ひげ図に表

したものを比較さ

せ、標本を大きくし

ていくと段々と箱

ひげ図が小さくな

ることを確認する。 

○ 箱ひげ図のひげ

の長さに注目させ、

標本の大きさが小

さいとータ のば

らつきが大きくな

ることを確認する。 

 

○ 母集団の箱ひげ

図が正規分布じゃ

なくてもと標本平

均の箱ひげ図は標

本の大きさが大き

くなるほど正規分

布に近くなってい

ることを確認する。 

７ 

② 単元における学習事

項を用いて自分の考え

を表現することができ

る。 

【学習活動の観察、ノタ

トの記述の確認】 

 ②  

○ 新聞やイン タ

ネットの記事で標

本調査が行われて

いるものを取り上

げ、その記事の信頼

性について考察す

る。 

★ 生活場面の様々

な記事を提示する

ことで、既習事項を

基に論理的に考察

して問題解決でき

るようにする。 

○ 自分が同じ調査

を行うならばどの

ような方法が考え

られるかについて、

自分の考えをまと

めるようにする。 

８ 

② 単元で学習したこと

がどの程度身に付いて

いるかを自己評価する

ことができる。 

【学習活動の観察、ノタ

トの記述の確認】 

  ② 

章末問題、補充問題  


